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こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
に
求
め

ら
れ
る
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
、
住
民
と
行
政
の

協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
や
今
後
の
取
り
組
み

の
方
向
性
な
ど
を
示
す
「
協
働
の

指
針
」
を
策
定
し
、
住
民
が
参
画

し
や
す
い
協
働
の
仕
組
み
作
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
政
策
評

１８

価
制
度
を
正
式
導
入
す
る
に
あ
た

り
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
評
価

を
実
施
す
る
た
め
に
、
住
民
の

方
々
を
構
成
員
と
す
る
外
部
評
価

委
員
会
を
設
置
し
、
政
策
評
価
の

客
観
性
や
透
明
性
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

の
社
会
構
造
と
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
る
ご
み
の
増
加
は
、
ご

み
処
理
や
環
境
問
題
に
関
わ
る

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
の
具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
ク
リ
ー

ン
当
別
推
進
審
議
会
の
「
住
み
よ

い
環
境
や
限
ら
れ
た
資
源
を
保
護

し
て
い
く
上
で
、
家
庭
ご
み
の
有

料
化
は
効
果
的
」
と
す
る
答
申
や
、

有
料
化
に
係
る
住
民
懇
談
会
で
の

意
見
を
基
に
「
当
別
町
家
庭
ご
み

有
料
化
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、

資
源
物
を
除
く
、
燃
や
せ
る
ご

み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
燃
え
な

い
ご
み
、
粗
大
ご
み
の
有
料
化
を

平
成　

年　

月
の
実
施
に
向
け
て

１８

１０

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（
詳
細

は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
）

　

民
間
委
託
の
推
進
や
施
設
、
業

務
な
ど
の
統
廃
合
を
進
め
る
一

　

平
成　

年
度
の
予
算
は
、
限
ら

１８

れ
た
財
源
で
最
大
限
の
行
政
効
果

を
上
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し

ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
ご
み
の
有
料
化
、

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
、
下

水
道
使
用
料
の
改
定
な
ど
に
よ
り

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す

地
方
交
付
税
は
大
幅
に
減
少
し
、

町
税
も
徴
収
強
化
に
よ
り
徴
収
率

の
低
下
傾
向
に
歯
止
め
は
か
か
っ

た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
な
ど
の
影
響
に
よ
り
減
収
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
政
策
評
価
と
の
連

動
に
よ
る
経
常
経
費
の
縮
減
を
進

　

石
狩
北
部
地
区
消
防
事
務
組
合

は
、
十
勝
沖
地
震
に
よ
る
石
狩
湾

新
港
地
区
の
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯

蔵
所
破
損
事
故
な
ど
、
危
険
物
施

設
の
特
殊
災
害
や
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
な
ど
の
た
め
、
４
月
か
ら

本
部
を
石
狩
市
に
移
転
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
、
し
尿
な
ど
の
一

般
廃
棄
物
の
処
理
を
共
同
で
行
っ

て
い
る
北
石
狩
衛
生
施
設
組
合

は
、
新
篠
津
村
の
組
合
脱
退
と
そ

の
後
の
組
合
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
よ
り
効
率

的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
本
年
３

月　

日
を
も
っ
て
組
合
を
解
散
す

３１
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
解
散
後
の
、
当
別
町
の
一

般
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
は
、
石
狩

市
に
事
務
を
委
託
し
、
適
正
に
処

理
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
生
活
に
お
い
て
ご
み
問
題

は
重
要
な
課
題
で
す
。
大
量
消
費

方
、
新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
施

策
を
総
合
的
、
機
能
的
に
展
開
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
行
政
組
織

の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
「
定
員
適
正
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
職
員
数
の
適
正
化
を
図

る
と
と
も
に
、
町
長
、
助
役
、
教
育

長
及
び
一
般
職
員
の
人
件
費
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
抑
制
に
努
め
ま

す
。（
平
成　

年
度
は
、
町
長
期
末

１８

手
当　

％
、
助
役
、
教
育
長
期
末

60

手
当　

％
、
一
般
職
員
期
末
勤
勉

30

手
当　

％
の
削
減
）

11

め
る
一
方
、
少
子
高
齢
対
策
な
ど

に
も
対
応
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
事
業
は
、
地
方

債
発
行
額
の
抑
制
を
図
り
つ
つ
、

可
能
な
限
り
財
源
の
確
保
や
事
業

費
の
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
ま
し

た
。
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再
構
築
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
な
が
ら
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し

や
行
政
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
簡
素
で
効
果
的
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
目
指
す
一
方
で
、
施
策
の
重
点
的
な
展
開
を
図
り
、
当
別
町
に
潜
在

す
る
様
々
な
地
域
資
源
に
付
加
価
値
を
つ
け
、
住
民
と
共
に
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
平
成　

年
度
は
、
特
に
次
の
施
策
を
重
点
に
取
り
組

18

み
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
と
美
し
い
農

村
風
景
は
、
本
町
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
財
産
で
す
。
平
成　
１４

年
の
「
美
し
い
ま
ち
当
別
を
み
ん

な
で
つ
く
る
条
例
」
制
定
後
は
、

町
内
会
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推

進
組
織
を
は
じ
め
、
学
校
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
景
観
保
存

会
な
ど
多
く
の
町
民
や
企
業
の
努

力
で
、
着
実
に
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
美
し
い
景
観
を
創
り

出
す
取
り
組
み
は
、
町
の
付
加
価

値
を
高
め
、
町
の
活
性
化
や
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
効
果
的
、

計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
、「
景

観
形
成
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
住
民
自
ら
が
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
「
景
観
形
成
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
を
協
働
で
進

め
る
と
と
も
に
、「
当
別
町
美
し

い
景
観
委
員
会
」
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

大
学
、
医
療
機
関
、
民
間
企
業

が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
独
自
の
路

線
を
運
行
し
て
お
り
、
１
日
に
数

台
の
バ
ス
が
同
じ
よ
う
な
ル
ー
ト

で
運
行
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
町
内
及
び
札
幌
市
あ
い
の
里

地
区
ま
で
を
多
目
的
に
運
行
し
て

い
る
バ
ス
を
一
元
的
に
管
理
し
て

コ
ス
ト
を
削
減
し
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
生
活
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
に
、
昨

年
よ
り
有
識
者
、
バ
ス
事
業
者
な

ど
か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
か
ら

18

新
た
な
バ
ス
交
通
体
系
に
基
づ
く

実
証
運
行
を
開
始
し
ま
す
。（
詳

細
は　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

11

　

こ
の
よ
う
な
生
活
交
通
シ
ス
テ

ム
の
確
立
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢

社
会
、
交
通
安
全
対
策
、
環
境
対

策
を
考
え
た
時
、
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
り
、
低
料
金
で
利
用
し
や

す
い
交
通
機
関
と
し
て
、
安
定
し

た
持
続
可
能
な
バ
ス
運
行
を
推
進

し
、
人
の
動
き
に
よ
る
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

移
住
促
進
で
は
、
北
海
道
が
取

り
組
ん
で
い
る
団
塊
世
代
退
職
者

の
移
住
促
進
事
業
と
連
携
し
、
札

幌
市
に
隣
接
し
て
い
る
地
理
的
優

位
性
や
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
美

し
い
田
園
風
景
の
特
徴
を
生
か
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
や
消
費
拡
大
に
よ
る
経

済
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
２
月
に
行
政
手
続
き

１５

オ
ン
ラ
イ
ン
化
法
が
施
行
さ
れ
、

国
の
機
関
へ
の
申
請
、
届
出
は
電

子
的
手
段
で
も
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
平
成　

年
度
か
ら
は
、
戸
籍

１８

や
住
民
票
の
交
付
申
請
な
ど
、
住

民
の
身
近
な
手
続
き
を
電
子
化
す
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る
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
が
運

用
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
対
応
し
た
条
例
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
電
子

申
請
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
、
住

基
カ
ー
ド
の
普
及
と
速
や
か
な
電

子
申
請
事
務
の
導
入
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
社
会
の
電
子
化
推
進
に

伴
っ
て
、
住
民
基
本
台
帳
を
中
心

と
す
る
住
民
記
録
や
年
金
、
介

護
、
税
金
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
は
、

電
子
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
、
新
し
く
パ
ソ
コ
ン

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
「
基
幹
行
政
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。
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各
種
福
祉
計
画
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
の
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

１９

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

で
は
、
組
織
の
『
経
理
の
一
元
化
』

が
求
め
ら
れ
、
組
織
の
構
成
員
自

ら
が
、
安
定
的
な
経
営
を
確
立
す

る
取
り
組
み
に
対
し
支
援
を
行

い
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
や
生
産

品
目
の
調
整
に
よ
る
所
得
向
上
な

ど
、
農
業
者
の
意
識
改
革
を
誘
発

し
、
組
織
の
確
実
な
育
成
・
確
保

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
加
工
・
開
発

は
、
新
た
な
農
家
所
得
向
上
の
た

め
に
重
要
な
取
り
組
み
と
な
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
支
援
し
ま

す
。

　

当
別
駅
前
に
Ｊ
Ａ
北
石
狩
が
所

有
す
る
れ
ん
が
倉
庫
は
、「
当
別

大
通
」
に
位
置
し
、
当
別
駅
前
の

新
た
な
賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
、

文
化
活
動
な
ど
を
通
じ
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
有
効
な

施
設
で
あ
り
、
活
用
を
検
討
す
る

住
民
主
体
の
「
当
別
町
文
化
創
造

と
賑
わ
い
創
出
検
討
委
員
会
」
か

ら
の
整
備
内
容
の
提
案
を
受
け
、

平
成　

年
度
は
、
れ
ん
が
倉
庫
を

１８

購
入
し
、
実
施
設
計
、
整
備
工
事

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
施
設
に

必
要
な
備
品
な
ど
を
購
入
し
、
平

成　

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

１９
し
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
成
人

歯
科
健
診
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

な
ど
医
療
大
学
と
の
協
働
に
よ
る

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
は
、
講

習
会
講
師
、
大
学
生
の
協
力
会
員

へ
の
参
加
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
青
少

年
活
動
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う　

」
２４

と
の
連
携
に
よ
り
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

中
央
通
と
北
栄
通
の
道
路
改
良

工
事
の
、
本
年
度
事
業
完
成
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
街
地
に
お
け
る
公
共
施
設
の

整
備
改
善
と
宅
地
の
利
用
増
進
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
幸
町
土
地

区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
年
度
事
業
着
手
が
予
定
さ
れ

て
い
る
当
別
大
橋
架
換
事
業
の
早

期
完
成
を
北
海
道
に
強
く
働
き
か

け
、
当
別
大
通
の
全
線
開
通
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を
図
り
、
子
育
て
の
悩
み

に
対
す
る
相
談
、
親
子
で
集
え
る

交
流
の
場
づ
く
り
や
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
支
援
な
ど
を
積
極
的
に

行
う
と
共
に
、
育
児
の
援
助
を
受

け
た
い
人
と
援
助
が
行
え
る
人
が

会
員
と
な
っ
て
、
育
児
を
住
民
の

相
互
援
助
に
よ
り
行
う
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
建
替
え
計
画
に
合
わ
せ

て
、
幼
保
一
元
化
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
留
守
家
庭
児
童
対
策
と

し
て
設
置
し
た
、
緑
町
こ
ど
も
プ

レ
イ
ハ
ウ
ス
と
当
別
こ
ど
も
プ
レ

イ
ハ
ウ
ス
を
統
合
（
新
名
称
は
「
当

別
子
ど
も
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
」）
し
、

当
別
幼
稚
園
の
跡
地
に
移
転
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
土
曜
保
育
も
実
施

し
ま
す
。　

　

北
海
道
医
療
大
学
は
本
町
に

と
っ
て
貴
重
な
知
的
、
教
育
資
源

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
更
に
大
学

と
の
連
携
を
進
展
さ
せ
、
多
彩
な

学
習
機
会
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

商
店
街
の
活
性
化
は
、
商
工
会

と
と
も
に
ま
ち
の
駅
「
ア
ウ
ル
」

で
、
町
民
と
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
賑
わ
い
の
あ
る
「
学
生

の
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
、
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
推
進
、
さ
ら
に
町
内

の
最
新
情
報
の
発
信
な
ど
、
学
生

や
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
・
介
護
保
険

事
業
計
画
に
よ
る
介
護
予
防
重
視

型
シ
ス
テ
ム
の
充
実
の
た
め
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
総
合
相
談
、
介
護
予
防
事

業
、
虐
待
防
止
や
権
利
擁
護
事
業

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
を

防
ぐ
た
め
に
、「
と
う
べ
つ
健
康

プ
ラ
ン　

」
に
基
づ
き
、
国
の
ヘ

21

ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を
取
り
入
れ
、

各
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
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平
成　

年
度
か
ら
一
園
化
し
、

１８

年
少
、
年
長
共
に
複
数
学
級
に
よ

る
多
様
な
活
動
と
、
新
た
に
副
園

長
制
度
を
取
り
入
れ
、
教
育
相
談

機
能
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
通
園
バ
ス
路
線
延
長

や
太
美
地
区
の
停
留
所
増
設
な
ど

を
図
り
ま
す
。
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�
	



�
�
�
�
�

「
確
か
な
学
力
」
を
培
う
た
め
、

加
配
教
員
の
活
用
、
大
学
生
に
よ

る
教
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
継
続
と

と
も
に
、
通
知
表
の
研
究
、
小
中

学
校
の
実
践
的
交
流
な
ど
を
当
別

町
学
校
教
育
研
究
推
進
協
議
会
と

連
携
し
て
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
の
人
材
や
教
材
の
活
用
、

児
童
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
勤
労
観
や
職
業
観
を

身
に
つ
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
の
た
め
、
職
場
開
拓
や
移
動
手

段
な
ど
条
件
整
備
を
進
め
ま
す
。

�
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学
校
評
議
員
の
活
用
や
保
護
者

の
評
価
を
取
り
入
れ
た
学
校
運
営

の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
日
以
外
で
も
参

観
で
き
る
工
夫
や
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
、
学
校
だ
よ
り
の

地
域
へ
の
配
付
な
ど
に
取
り
組

み
、
学
校
理
解
や
情
報
の
共
有
な

ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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平
成　

年
度
か
ら
の
軽
度
発
達

１９

障
が
い
の
児
童
生
徒
へ
の
特
別
支

援
教
育
に
向
け
て
、
平
成　

年
度

１８

は
、
保
護
者
へ
の
理
解
活
動
や
対

象
者
の
教
育
支
援
計
画
の
試
案
検

討
、
専
門
家
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
内
外
の
安
全
、
安

心
体
制
と
し
て
、
地
域
性
に
応
じ

た
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
見

直
し
や
、
防
犯
教
室
の
位
置
づ

け
、
全
通
学
路
の
安
全
点
検
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
の
実
施
と
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
新

１
年
生
へ
配
付
し
ま
す
。
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衛
生
管
理
の
徹

底
や
点
検
を
図
り

つ
つ
、
地
場
野
菜

の
利
用
拡
大
や
給

食
献
立
の
工
夫
を

行
い
、
安
全
で
喜

ば
れ
る
給
食
の
提
供
に
努
め
ま

す
。

　

食
に
関
す
る
指
導
体
制
を
図
る

た
め
、
栄
養
教
諭
と
し
て
給
食
セ

ン
タ
ー
と
兼
務
で
学
校
に
配
置

し
、
指
導
体
制
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。
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子
育
て
を
考
え
る
つ
ど
い
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
推
進
事
業
や

「
絵
本
の
日
」
事
業
、
絵
本
に
親

し
む
講
演
会
な
ど
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

新
た
に
父
親
を
対
象
と
し
た
家

庭
教
育
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

�
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週
末
の
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り

や
、
中
高
校
生
を
対
象
と
し
た

「
子
育
て
講
座
」
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
西
当
別
地
区
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、「
子
ど

も
出
前
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

な
ど
の
作
成
を
行
い
、
学
校
、
地

域
と
の
情
報
共
有
や
、
状
況
に
応

じ
た
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
の
巡
回

を
進
め
る
ほ
か
、
町
内
会
や
町
防

犯
協
会
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。
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今
日
的
な
学
習
テ
ー

マ
や
幅
広
い
学
習
機
会
の
提
供
と

と
も
に
、
参
加
し
や
す
い
「
町
民

自
主
企
画
講
座
」
の
工
夫
を
図
り

ま
す
。

　
「
当
別
学
講
座
（
北
海
道
医
療
大

学
と
の
連
携
事
業
）」
は
町
民
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
講
座
開
設
と
、
子
供

を
対
象
と
し
た
講
座
や
体
験
的
な

講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
「
こ
と
ぶ
き
大

学
」
で
は
、
異
世
代
交
流
を
進
め
る

な
ど
、
活
動
内
容
の
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。
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芸
術
文
化
の
充
実
と
文
化
協
会

や
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
発
表

の
機
会
を
充
実
で
き
る
よ
う
、
活

動
の
支
援
や
環
境
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
施
設
使
用
料

の
見
直
し
を
進
め
ま
す
が
、
伊
達

記
念
館
、
開
拓
郷
土
館
は
、
本
町

の
貴
重
な
歴
史
資
料
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
無
料
化
を
図
り

ま
す
。

　

公
民
館
図
書
室
の
移
動
に
向

け
、
図
書
室
づ
く
り
の
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
利
用
し
や
す
い
図
書

室
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。
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親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
事
業
を
、
体
育
指
導
員
の
協
力

を
得
て
取
り
進
め
る
と
と
も
に
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
健
康
運
動

相
談
の
実
施
や
、
専
門
指
導
員
を

配
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
指
導
事
業
の
夜
間
へ
の

拡
大
を
図
る
ほ
か
、
地
域
人
材
を

活
用
し
た
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
の
回
数
を
増
加
し
ま
す
。
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